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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１及び第２データラインと第１スキャンラインが交差する第１発光領域に形成された
複数の第１ピクセルを含む第１パネルと、
　前記第１データラインと第２スキャンラインが交差する第２発光領域に形成された複数
の第２ピクセルを含む第２パネルと、
　補償プリチャージ電流を前記第１データラインに供給するデータドライバーと、を含み
、
　前記データドライバーは、
　表示データを供給する制御部と、
　前記供給された表示データに対応する第１プリチャージ電流と前記補償プリチャージ電
流を前記第１データラインに供給するプリチャージ部と、を含む
ことを特徴とするデュアルパネル装置。
【請求項２】
　前記補償プリチャージ電流は、前記データドライバーから前記第２パネルを通って前記
第１パネルに伝送されることを特徴とする請求項１に記載のデュアルパネル装置。
【請求項３】
　少なくとも１つのパネルは、有機電界発光パネルであることを特徴とする請求項１に記
載のデュアルパネル装置。
【請求項４】



(2) JP 5015482 B2 2012.8.29

10

20

30

40

50

　前記プリチャージ部は、
　前記第１データラインに第１プリチャージ電流を供給するための第１プリチャージ電流
源と、前記第１データラインに前記補償プリチャージ電流を供給するための補償プリチャ
ージ電流源と、前記第２データラインに前記第２補償プリチャージ電流を供給するための
第２補償プリチャージ電流源を含む電流部と、
　前記第１プリチャージ電流源と前記第１データラインとの間の接続をスイッチングする
第１スイッチと、前記補償プリチャージ電流源と前記第１データラインとの間の接続をス
イッチングする第２スイッチと、前記第２プリチャージ電流源と前記第２データラインと
間の接続をスイッチングする第３スイッチを備えるスイッチング部と、を含むことを特徴
とする請求項１に記載のデュアルパネル装置。
【請求項５】
　前記データドライバーは、さらに、
　前記第１データラインを放電させる放電部と、
　前記表示データに相当するデータ電流を前記第１及び第２データラインに供給するデー
タ駆動部と、を含むことを特徴とする請求項１に記載のデュアルパネル装置。
【請求項６】
　前記プリチャージ部は、前記第１ないし第３スイッチのスイッチングをそれぞれ制御す
る第１ないし第３制御信号を生成するプリチャージ制御部を含むことを特徴とする請求項
４に記載のデュアルパネル装置。
【請求項７】
　前記パネルは、同じ画像を表示することを特徴とする請求項１に記載のデュアルパネル
装置。
【請求項８】
　第１及び第２アノード電極層と第１スキャンラインが交差する第１発光領域に形成され
る第１ピクセルを有する第１パネルと、前記第１アノード電極層と第２スキャンラインが
交差する第２発光領域に形成される第２ピクセルを有する第２パネルと、を含むデュアル
パネル装置を駆動する方法において、
　前記第１スキャンラインに第１スキャン信号を供給する段階と、
　前記第２スキャンラインに第２スキャン信号を供給する段階と、
　前記第１及び第２アノード電極層にプリチャージ電流を供給し、前記第１アノード電極
層には補償プリチャージ電流を供給する段階と、を含むことを特徴とするデュアルパネル
装置の駆動方法。
【請求項９】
　前記補償プリチャージ電流を供給する段階は、
　第１電流源から発生した前記プリチャージ電流を、前記第１アノード電極層に供給する
段階と、
　第２電流源から発生した前記補償プリチャージ電流を、前記第１アノード電極層に供給
する段階と、を含むことを特徴とする請求項８に記載のデュアルパネル装置の駆動方法。
【請求項１０】
　前記プリチャージ電流と前記補償プリチャージ電流は、同一電流源から供給されること
を特徴とする請求項８に記載のデュアルパネル装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デュアルパネル装置に関する。詳しくは、同時に駆動されるパネルを含むデ
ュアルパネル装置及びその駆動方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　デュアルパネル装置は、２個のパネルをメイン表示窓とサブ表示窓として使用する装置
を意味する。例えば、デュアルパネル装置は、移動通信端末機である。
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　従来のデュアルパネル装置は、メイン表示窓として液晶表示装置を使用しており、サブ
表示窓として有機電界発光パネルを使用した。
【０００３】
　従って、デュアルパネル装置は、液晶表示装置を駆動させる第１集積回路チップと有機
電界発光パネルを駆動させる第２集積回路チップを別個として備えなければならなかった
。それゆえ、デュアルパネル装置のサイズが大きくならざるを得なかった。
【０００４】
　また、液晶表示装置は、有機電界発光パネルに比べてその特性上、製造コストが高く、
デュアルパネル装置のコストが上昇した。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、製造コスト及びそのサイズを低減することができるデュアルパネル装
置及びその駆動方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明に係るデュアルパネル装置は、第１及び第２データ
ラインと第１スキャンラインが交差する第１発光領域に形成された複数の第１ピクセルを
含む第１パネルと、前記第１データラインと第２スキャンラインが交差する第２発光領域
に形成された複数の第２ピクセルを含む第２パネルと、補償プリチャージ電流を前記第１
データラインに供給するデータドライバーと、を含み、前記データドライバーは、表示デ
ータを供給する制御部と、前記供給された表示データに対応する第１プリチャージ電流と
前記補償プリチャージ電流を前記第１データラインに供給するプリチャージ部と、を含む
ことを特徴とする。
　また、本発明に係るデュアルパネル装置の駆動方法は、第１及び第２アノード電極層と
第１スキャンラインが交差する第１発光領域に形成される第１ピクセルを有する第１パネ
ルと、前記第１アノード電極層と第２スキャンラインが交差する第２発光領域に形成され
る第２ピクセルを有する第２パネルと、を含むデュアルパネル装置を駆動する方法におい
て、前記第１スキャンラインに第１スキャン信号を供給する段階と、前記第２スキャンラ
インに第２スキャン信号を供給する段階と、前記第１及び第２アノード電極層にプリチャ
ージ電流を供給し、前記第１アノード電極層には補償プリチャージ電流を供給する段階と
、を含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の一実施形態に係るデュアルパネル装置及びその駆動方法は、２個のパネルを有
する表示窓及びサブ表示窓で使用しているので、コストを低下させながら、小型化できる
。
　また、本発明に他の実施形態に係るデュアルパネル装置がスタックタイプのパネルを使
用しているので、大容量パネルの実現に好適となる。
【００１０】
　さらに、本発明の他の実施形態に係るデュアルパネル装置及びその駆動方法は、補償プ
リチャージ電流をデータラインに供給しているので、ピクセルを求める輝度で発光させる
ことができるという長所がある。
【００１１】
　さらに、本発明の他の実施形態に係るデュアルパネル装置は、データドライバーが第１
パネルと第２パネルとの間に位置しているので、小型化できるという長所がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下では、添付図面を参照して、本発明に係るデュアルパネル装置及びその駆動方法の
好ましい実施形態を詳細に説明する。
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【００１３】
　図１は、本発明の好ましい第１の実施形態に係るデュアルパネル装置を示した図である
。
　図１を参照すれば、本発明のデュアルパネル装置は、第１パネル１００、第２パネル１
０２、データドライバー１０４、第１スキャン駆動部１０６及び第２スキャン駆動部１０
８を含む。
【００１４】
　本発明の一実施形態に係る第１パネル１００は、メインパネルであり、第２パネル１０
２は、サブパネルである。
　第１パネル１００は、ストライプタイプパネルであって、第１アノード電極層１１０と
第１カソード電極層１１２が交差する第１発光領域に形成される複数の第１ピクセル１１
４を含む。
【００１５】
　各第１ピクセル１１４は、順次に積層された第１アノード電極層１１０、有機物層及び
カソード電極層１１２を含む。
　第２パネル１０２は、第２アノード電極層１１６と第２カソード電極層１１８が交差す
る第２発光領域に形成される複数の第２ピクセル１２０を含む。
【００１６】
　データドライバー１０４は、第１データライン１２６を通って第１アノード電極層１１
０に接続されたパッド１２４及びデータ駆動部１２２を含む。
　データ駆動部１２２は、データ信号をパッド１２４及び第１データライン１２６を通っ
て第１アノード電極層１１０に伝送する。
【００１７】
　この場合、第１アノード電極層１１０に伝送されたデータ信号は、第２データライン１
２８を通って第２アノード電極層１１６に伝送される。
　第１スキャン駆動部１０６は、第１スキャンライン１３０を通って第１スキャン信号を
第１カソード電極層１１２に伝送する。
　第２スキャン駆動部１０８は、第２スキャンライン１３２を通って第２スキャン信号を
第２カソード電極層１１８に伝送する。
【００１８】
　要するに、本発明のデュアルパネル装置は、２個のデータドライバーを利用していた従
来のデュアルパネル装置とは違って、１つのデータドライバー１０４を使用している。そ
の結果、本発明のデュアルパネル装置は、従来のデュアルパネル装置に比べて小さくする
ことができる。
【００１９】
　本発明の一実施形態に係るパネル１００及び１０２の少なくとも１つは、有機電界発光
パネルである。ここで、有機電界発光パネルに含まれたピクセルは、有機物層を有する。
この場合、有機電界発光パネルが液晶表示装置よりコストが低いので、デュアルパネル装
置のコストを低減することができる。
【００２０】
　本発明の他の実施形態に係るデュアルパネル装置で、第１パネル１００の第１アノード
電極層は、第２パネル１０２の第２アノード電極層の数より多くてもよい。
【００２１】
　図２（ａ）は、本発明の好ましい第２の実施形態に係るデュアルパネル装置を示した図
である。
　図２（ａ）を参照すれば、本発明のデュアルパネル装置は、第１パネル２００、第２パ
ネル２０２、データドライバー２０４、第１スキャン駆動部２０６及び第２スキャン駆動
部２０８を含む。
【００２２】
　以下、パネル２００及び２０２を有機電界発光パネルと仮定する。
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　第１パネル２００はスタックタイプパネルであって、第１アノード電極層及び第１カソ
ード電極層２１４を含む。
【００２３】
　第１アノード電極層は、それぞれ第１サブアノード電極層２１０と第２サブアノード電
極層２１２を含む。
　第１サブアノード電極層２１０とカソード電極層２１４が交差する第１発光領域には、
第１サブピクセル２１６が形成される。
第２サブアノード電極層２１２とカソード電極層２１４が交差する第２発光領域には、第
２サブピクセル２１８が形成される。
【００２４】
　要するに、スタックタイプパネルで、各カソード電極層２１４は、ストライプタイプパ
ネルのカソード電極層に比べてそれらの数が半分まで減り、幅が２倍増加する。
　カソード電極層２１４の幅がストライプタイプパネルのカソード電極層の幅より２倍に
増加したため、カソード電極層の抵抗がストライプタイプパネルのカソード電極層の抵抗
より小さくなる。従って、パネルのサイズが大きくなるほどスタックタイプパネルが好ま
しい。
【００２５】
　本発明の一実施形態に係る第１パネル２００は、メインパネルであって、そのサイズが
大きいため、スタックタイプが好ましい。
　第２パネル２０２は、第２アノード電極層２２０と第２カソード電極層２２２が交差す
る発光領域に形成される複数の第２ピクセル２２４を含む。
【００２６】
　本発明の一実施形態に係る第１パネル２００は、デュアルパネル装置のメインパネルで
あり、第２パネル２０２は、デュアルパネル装置のサブパネルである。
　データドライバー２０４は、データ駆動部２２６及びパッド２２８を含む。
【００２７】
　パッド２２８は、第１サブアノード電極層２１０と第２サブアノード電極層２１２に接
続される。
　また、パッド２２８はデータ駆動部２２６に接続される。
【００２８】
　データ駆動部２２６は、パッド２２８の一部及びそれに対応する第１接続ライン２３０
を通って、第１サブアノード電極層２１０に第１データ信号を供給する。
　この場合、第１サブアノード電極層２１０に伝送された第１データ信号は、第２接続ラ
イン２３２を通って第２アノード電極層２２０に伝送される。
【００２９】
　また、データ駆動部２２６は、第２データ信号を、パッド２２８の残り及びそれに対応
する第１接続ライン２３０を通って第２サブアノード電極層２１２に供給する。
　第１スキャン駆動部２０６は、第１スキャンライン２３４を通って第１スキャン信号を
第１カソード電極層２１４に伝送する。
【００３０】
　第２スキャン駆動部２０８は、第２スキャンライン２３６を通って第２スキャン信号を
第２カソード電極層２２２に伝送する。
　上述するように、本発明のデュアルパネル装置で、メインパネルの第１パネル２００が
スタックタイプであることから、本発明のデュアルパネル装置は大容量パネル装置に好適
である。
【００３１】
　本発明の他の実施形態に係るデュアルパネル装置で、第１パネル２００の第１アノード
電極層は、第２パネル２０２の第２アノード電極層の数より多くてもよい。
【００３２】
　図２（ｂ）は、図２（ａ）のデュアルパネル装置を示した回路図である。
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　図２（ｂ）を参照すれば、第１パネル２００は、第１データラインＤ１、Ｄ３、Ｄ５、
Ｄ７及び第２データラインＤ２、Ｄ４、Ｄ６、Ｄ８と第１スキャンラインＳ１～Ｓ３が交
差する第１発光領域に形成される複数の第１ピクセルＥ１１～Ｅ８３を含む。
【００３３】
　第２パネル２０２は、第１データラインＤ１、Ｄ３、Ｄ５、Ｄ７と第２スキャンライン
Ｓ４～Ｓ６が交差する第２発光領域に形成される複数の第２ピクセルＥ１４～Ｅ７６を含
む。
【００３４】
　データドライバー２０４は、制御部２４４、放電部２４６、プリチャージ部２４８及び
データ駆動部２２６を含む。
　制御部２４４は、外部から順次に入力される表示データ、例えば、ＲＧＢデータをその
内部または外部メモリーに貯蔵する。
【００３５】
　放電部２４６は、制御部２４４の制御の下にデータラインＤ１～Ｄ８を放電させる。
　プリチャージ部２４８は、制御部２４４から伝送された表示データに該当するプリチャ
ージ電流をデータラインＤ１～Ｄ８に供給してデータラインＤ１～Ｄ８をプリチャージす
る。
　データ駆動部２２６は、制御部２４４から伝送された表示データに対応するデータ電流
、即ち、データ信号をデータラインＤ１～Ｄ８に供給する。
【００３６】
　以下、本発明のデュアルパネル装置を駆動させる方法を詳述する。例えば、第１表示デ
ータ及び第２表示データが、制御部２４４に順次入力されるとする。
【００３７】
　制御部２４４は、第１表示データをデータ駆動部２２６に伝送する。次いで、データ駆
動部２２６は、制御部２４４から伝送された第１表示データに対応する第１データ電流、
即ち、第１データ信号をデータラインＤ１～Ｄ８に供給する。
　続けて、放電部２４６は、制御部２４４の制御の下に、第１、第２データラインＤ１～
Ｄ８を所定放電レベルまで放電させる。
【００３８】
　次いで、制御部２４４は、第２表示データをプリチャージ部２４８に伝送する。
　続けて、プリチャージ部２４８は、制御部２４４から伝送された第２表示データに対応
するプリチャージ電流をデータラインＤ１～Ｄ８に供給する。
【００３９】
　ここで、プリチャージ部２４８は、第１データラインＤ１、Ｄ３、Ｄ５、Ｄ７に対応す
るピクセルの輝度を補償するための補償プリチャージ電流を第１データラインＤ１、Ｄ３
、Ｄ５、Ｄ７にさらに供給する。これに対する詳細な説明は、以下で添付図面を参照して
詳述する。
【００４０】
　次いで、制御部２４４は、第２表示データをデータ駆動部２２６に伝送する。
　続けて、データ駆動部２２６は制御部２４４から伝送された第２表示データに対応する
第２データ電流、即ち、第２データ信号をデータラインＤ１～Ｄ８に供給する。
【００４１】
　図３（ａ）は、図２（ｂ）のプリチャージ部を示したブロック図である。
　図３（ａ）を参照すれば、プリチャージ部２４８は、プリチャージ制御部３００、電流
部３０２及びスイッチング部３０４を含む。
【００４２】
　プリチャージ制御部３００は、制御部２４４から伝送された表示データによって制御信
号をスイッチング部３０４に伝送する。電流部３０２は、複数の電流源を含む。
　スイッチング部３０４は、プリチャージ制御部３００から伝送された制御信号によって
スイッチングされる複数のスイッチを含む。
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【００４３】
　図３（ｂ）は、本発明の好ましい第１の実施形態に係る図２（ｂ）のプリチャージ部を
示した回路図である。但し、図３（ｂ）は、説明の便宜のために、第１、第２データライ
ンＤ１、Ｄ２のみを図示した。また、第１、第２抵抗Ｒ１、Ｒ２は、それぞれ第１、第２
データラインＤ１、Ｄ２の全体抵抗値であり、第１、第２キャパシタＣ１、Ｃ２は、それ
ぞれピクセルＥＤ１及びＥＤ２に寄生するキャパシタ値である。
【００４４】
　図３（ｂ）を参照すれば、プリチャージ制御部３００は、表示データによって、制御信
号ＣＴＲ１～ＣＴＲ３をスイッチング部３０４に伝送する。
　次いで、第１制御信号ＣＴＲ１により、第１スイッチＳ１がターンオンされ、これによ
り、第１スイッチＳ１がオンされている間、第１プリチャージ電流Ｉ１が第１データライ
ンＤ１に供給される。即ち、表示データに対応する第１プリチャージ電流が、第１データ
ラインＤ１に供給される。
【００４５】
　第３制御信号ＣＴＲ３により、第３スイッチＳ３がターンオンされ、これにより、第３
スイッチＳ３がオンされている間、第３プリチャージ電流Ｉ３が第２データラインＤ２に
供給される。
【００４６】
　第２制御信号ＣＴＲ２により、第２スイッチＳ２がターンオンされ、これにより、第２
スイッチＳ２がオンされている間、第２プリチャージ電流Ｉ２が第１データラインＤ１に
供給される。即ち、第１データラインＤ１のロード条件、詳細には、第１抵抗Ｒ１及び第
１キャパシタＣ１に伴う電流消耗を補償するための補償プリチャージ電流が、第１データ
ラインＤ１に供給される。
【００４７】
　以下、補償過程を詳細に詳述する。
　第１データラインＤ１は、第１パネル２００を通ってデータドライバー２０４と第２パ
ネル２０２を接続させる。
　従って、第１データラインＤ１は、第１パネル２００にのみ接続される第２データライ
ンＤ２に比べて大きな第１抵抗値Ｒ１及び第１寄生キャパシタの値Ｃ１を有する。
【００４８】
　一般に、ピクセルＥ１１～Ｅ８７の輝度は、第２データラインＤ２のように１つのパネ
ルに接続されるデータラインの抵抗値及び寄生キャパシタ値を考慮して既設定される。こ
の場合、第１データラインＤ１の第１抵抗値Ｒ１及び第１寄生キャパシタ値Ｃ１は、第２
データラインＤ２の第２抵抗値Ｒ２及び第２寄生キャパシタ値Ｃ２の値より大きい。その
結果、第１抵抗値Ｒ１及び第１寄生キャパシタＣ１による電流の消耗は、予想消耗電流よ
り大きく、これにより、第１データラインＤ１に対応するピクセルが、求める輝度より小
さな輝度で発光する。
【００４９】
　例えば、第１データラインＤ１に対応するピクセルＥ１４が７０％階調で発光するよう
に既設定され、これにより、第１データラインＤ１に７０％階調に対応するデータ電流が
供給される。しかし、ピクセルＥ１４は、第１抵抗Ｒ１と第１キャパシタＣ１による電流
消耗のために、６８％輝度で発光し得る。従って、本発明のプリチャージ部１４８は、プ
リチャージ時、表示データに対応するプリチャージ電流だけでなく２％に該当する電流、
即ち、補償プリチャージ電流を第１データラインＤ１にさらに供給する。
【００５０】
　その後、データ駆動部２２６は、表示データに対応するデータ電流を第１データライン
Ｄ１に供給する。
　この場合、第１抵抗Ｒ１と第１キャパシタＣ１による電流消耗（２％）が、補償プリチ
ャージ電流によって補償されたので、第１ピクセルＥ１４は７０％階調で発光し得る。
【００５１】
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　要するに、本発明のデュアルパネル装置は、表示データに対応する電流源のほかに、別
途の電流源を利用して補償プリチャージ電流を第１データラインＤ１、Ｄ３、Ｄ５及、Ｄ
７に供給する。
　その結果、本発明のデュアルパネル装置に含まれたピクセルが、表示データに対応する
輝度で発光し得る。
【００５２】
　図４は、本発明の好ましい第２の実施形態に係る図２（ｂ）のプリチャージ部を示した
回路図である。
　図４を参照すれば、電流部３０２は、第１の実施形態の電流と違って補償プリチャージ
電流を供給する電流源を別に含んでいない。但し、第２の実施形態に係るプリチャージ部
２４８は、補償プリチャージ電流をさらに発生させるために、第１スイッチＳ１のオン時
間を調節する。
【００５３】
　例えば、第１データラインＤ１に対応するピクセルＥ１４が７０％階調で発光するよう
に既設定されたとする。
　この場合、プリチャージ部２４８は、第１抵抗Ｒ１及び第１キャパシタＣ１による電流
の消耗を考慮して、７２％まで第１データラインＤ１をプリチャージする。
【００５４】
　詳細には、第１スイッチＳ１は、表示データに対応する第１時間及び第１データライン
Ｄ１のロード条件に対応する第２時間の間、オン状態を維持する。
　即ち、第１スイッチＳ１が第１の実施形態に係る第１スイッチよりさらに長くオン状態
を維持する。その結果、第１ピクセルＥ１４は、７０％階調で発光する。
【００５５】
　図５は、本発明の好ましい第３の実施形態に係るデュアルパネル装置を示した図である
。
　図５を参照すれば、本発明のデュアルパネル装置は、第１パネル５００、第２パネル５
０２、データドライバー５０４、第１スキャン駆動部５０６及び第２スキャン駆動部５０
８を含む。
【００５６】
　第１パネル５００は、第１アノード電極層５１０と第１カソード電極層５１２が交差す
る領域に形成される複数の第１ピクセル５１４を含む。
　第２パネル５０２は、第２アノード電極層５１６と第２カソード電極層５１８が交差す
る領域に形成される複数の第２ピクセルを含む。
【００５７】
　データドライバー５０４は、第１パネル５００と第２パネル５０２との間に位置し、デ
ータ駆動部５２０及び複数のパッド５２２を含む。
　パッド５２２は、データライン５２６、５２４を通ってアノード電極層５１０、５１６
とそれぞれ接続される。
【００５８】
　第１スキャン駆動部５０６は、第１スキャン信号を、第１スキャンライン５２８を通っ
て第１カソード電極層５１２に伝送する。
　第２スキャン駆動部５０８は、第２スキャン信号を、第２スキャンライン５３０を通っ
て第２カソード電極層５１８に伝送する。
【００５９】
　以下、第１の実施形態のデュアルパネル装置と第３の実施形態のデュアルパネル装置を
比較する。
【００６０】
　第１の実施形態のデュアルパネル装置では、データ電流が第１アノード電極層１１０を
通過して第２アノード電極層１１６に伝送される。従って、データ駆動部１２２は、第２
アノード電極層１１０に必要なデータ電流を供給するために、第１パネル１００に必要な
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データ電流の２倍に相当する電流を第１アノード電極層１１０に供給する。
【００６１】
　しかし、第３の実施形態のデュアルパネル装置では、データドライバー５０４が第１パ
ネル５００と第２パネル５０２との間に位置しているので、データ駆動部５２０は、第１
パネル５００と第２パネル５０２とにそれぞれ必要なデータ電流のみを供給すればよい。
従って、第３の実施形態で、最大データ電流の大きさは、第１の実施形態の場合の最大デ
ータ電流の大きさより小さい。
【００６２】
　従って、第３の実施形態のデータ駆動部５２０は、第１の実施形態のデータ駆動部１２
２に比べてデータ電流を発生させるための電流源の数が少なくてもよい。その結果、第３
の実施形態のデュアルパネル装置は、第１の実施形態のデュアルパネル装置より小型化す
ることができる。
【００６３】
　本発明の他の実施形態に係るデュアルパネル装置において、第１パネル５００の第１ア
ノード電極層は、第２パネル５０２の第２アノード電極層の数より多くてもよい。
【００６４】
　図６は、本発明の好ましい第４の実施形態に係るデュアルパネル装置を示した図である
。
　図６を参照すれば、本発明のデュアルパネル装置は、第１パネル６００、第２パネル６
０２、データドライバー６０４、第１スキャン駆動部６０６、及び第２スキャン駆動部６
０８を含む。
【００６５】
　第１パネル６００は、第１アノード電極層及び第１カソード電極層６１４を含む。
　第１アノード電極層は、第１サブアノード電極層６１０及び第２サブアノード電極層６
１２を含む。
【００６６】
　また、第１パネル６００は、第１サブアノード電極層６１０と第１カソード電極層６１
４が交差する領域に形成される第１サブピクセル６１６と、第２サブアノード電極層６１
２と第１カソード電極層６１４が交差する領域に形成される第２サブピクセル６１８とを
含む。
【００６７】
　第２パネル６０２は、第２アノード電極層６２０と第２カソード電極層６２２が交差す
る領域に形成される第２ピクセル６２４を含む。
　データドライバー６０４は、データ駆動部６２６、第１パッド６２８、第２パッド６３
０及び第３パッド６３２を含む。
【００６８】
　データ駆動部６２６は、第１及び２パッド６２８及び６３０を通ってデータ信号を第１
サブアノード電極層６１０及び第２アノード電極層６２０に伝送する。
　第１パッド６２８は、第１データライン６３４を通って第１サブアノード電極層６１０
に接続される。
【００６９】
　第２パッド６３０は、第２データライン６３６を通って第２サブアノード電極層６１２
に接続され、第３データライン６３８を通って第２アノード電極層６２０に接続される。
【００７０】
　第３パッド６３２は、ボンディング用パッドであって、データドライバー６０４と第１
、第２パネル６００、６０２が結合するとき、デュアルパネル装置の高さを一定に維持す
る。
【００７１】
　第１スキャン駆動部６０６は、第１スキャン信号を、第１スキャンライン６４０を通っ
て第１カソード電極層６１４に伝送する。
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　第２スキャン駆動部６０８は、第２スキャン信号を、第２スキャンライン６４２を通っ
て第２カソード電極層６２２に伝送する。
【００７２】
　以下、第４の実施形態のデュアルパネル装置と第３の実施形態のデュアルパネル装置を
比較する。
　第４の実施形態の第１パネル６００はスタックタイプであり、第３の実施形態の第１パ
ネル５００はストライプタイプである。
【００７３】
　ここで、スタックタイプパネルが一般にストライプタイプパネルに比べてカソード電極
層６１４の幅が広いので、第４の実施形態のカソード電極層６１４の抵抗が、第３の実施
形態のカソード電極層５１２の抵抗より小さい。従って、第４の実施形態の第１パネル６
００の特性が、第３の実施形態の第１パネル５００の特性より優れている。
　従って、サイズの大きいパネルほど第４の実施形態の第１パネル６００がさらに好適で
ある。
【００７４】
　以下、第４の実施形態のデュアルパネル装置と第２の実施形態のデュアルパネル装置を
比較する。
【００７５】
　第２の実施形態のデュアルパネル装置では、データ電流が第１サブアノード電極層２１
０を通過して第２アノード電極層２２０に供給される。従って、データ駆動部２２６は、
第１パネル２００に必要なデータ電流の２倍に相当する電流を第１サブアノード電極層２
１０に供給する。
【００７６】
　しかし、第４の実施形態のデュアルパネル装置では、データドライバー６０４が、第１
パネル６００と第２パネル６０２との間に位置しているので、データ駆動部６２６は、第
１パネル６００と第２パネル６０２にそれぞれ必要なデータ電流のみを供給すればよい。
【００７７】
　従って、第４の実施形態のデータ駆動部６２６は、第２の実施形態のデータ駆動部２２
６よりさらに小さい値のデータ電流を発生させた場合にも、第４の実施形態のデュアルパ
ネル装置は、第２の実施形態のデュアルパネル装置と同じ輝度を有することができる。即
ち、第４の実施形態のデータ駆動部６２６に含まれた電流源と第２の実施形態のデータ駆
動部２２６に含まれた電流源が同じである場合、第４の実施形態のデータ駆動部６２６が
、第２の実施形態のデータ駆動部２２６よりさらに小さい電流源を含んでいても、第４の
実施形態のデュアルパネル装置は、第２の実施形態のデュアルパネル装置と同じ輝度を有
することができる。従って、第４の実施形態のデュアルパネル装置は、第２の実施形態の
デュアルパネル装置より小型化することができる。
【００７８】
　以上説明したように、本発明は、例示の目的のために開示されたものであり、本発明に
対する通常の知識を有した当業者であるならば、本発明の技術的思想の範囲内で様々な修
正、変更、付加が可能である。従って、このような修正、変更及び付加は本発明の特許請
求の範囲に属するものである。
【図面の簡単な説明】
【００７９】
【図１】本発明の好ましい第１の実施形態に係るデュアルパネル装置を示した図である。
【図２（ａ）】本発明の好ましい第２の実施形態に係るデュアルパネル装置を示した図で
ある。
【図２（ｂ）】図２(a)のデュアルパネル装置を示した回路図である。
【図３（ａ）】図２(b)のプリチャージ部を図示したブロック図である。
【図３（ｂ）】本発明の好ましい第１の実施形態に係る図２（ｂ）のプリチャージ部を示
した回路図である。
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【図４】本発明の好ましい第２の実施形態に係る図２（ｂ）のプリチャージ部を示した回
路図である。
【図５】本発明の好ましい第３の実施形態に係るデュアルパネル装置を示した図面である
。
【図６】本発明の好ましい第４の実施形態に係るデュアルパネル装置を示した図面である
。
【符号の説明】
【００８０】
１００　第１パネル
１０２　第２パネル
１０４　データドライバー
１０６　第１スキャン駆動部
１０８　第２スキャン駆動部
１１０　第１アノード電極層
１１２　第１カソード電極層
１１４　第１ピクセル
１１６　第２アノード電極層
１１８　第２カソード電極層
１２０　第２ピクセル
１２２　データ駆動部
１２４　パッド
１２６　第１データライン
１２８　第２データライン
１３０　第１スキャンライン
１３２　第２スキャンライン
                                                                                



(12) JP 5015482 B2 2012.8.29

【図１】 【図２（ａ）】

【図２（ｂ）】 【図３（ａ）】
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